
【所管課：　生涯学習課　　】

【事業目的】

【事業概要】

【事業の仕組み・体系図】

【2019年度　予算内訳】

事業費計 0

①元気市出品（毎月第4土曜日）
合志市の元気の森公園にて実施されている元気市にて地元農産加工品を販売している。
②物産館での販売
合志市の志来菜彩等の物産館での地元農産加工品の販売を行っている。
③朗読会等イベントの実施
朗読会、コンサート、地域づくり打ち合わせ等市民の交流やまちの賑わいを創出するためのイベントを実施している。

■事業期間： ■平成30年度の予算額（補助金等財源がある場合は名称・補助率・額等を記載）：

2016～2020（平成28～令和2年度）   　　　0　千円【（交付額：　　千円）】

※事業のターゲットや関係団体等がいる場合はそれぞれの役割を明確にすること

◎地産地消事業（地元農産物、地元農産加工品）
・志来菜彩（物産館）での販売
・元気市での販売
・レストラン業務
◎市民交流、賑わい創出イベント
・コンサート、星空観賞会、料理教室、朗読会

（単位：千円）

節 項目 内訳 計 節計

予算なし

本市は、人口増加が続く一方で、近年では福祉関係予算の占める割合が急増し、市財政への負担が深刻化している。本市
の産業は、もともと農業を主体に発展してきたが、近年では企業立地による製造業が地域経済を支えている一方で、特定の
企業に依存した産業構造ともいえる。そのため、従来からの基幹産業である農業の推進をはじめ、地域産業の多様化を進
めていく必要がある。
　また、都市計画の関係から本市の約９割もの面積が市街化調整区域に指定され、経済活動が制限されているため、卸売
業・小売業とサービス業の構成比が際立って低く、市民の交流やまちの賑わいを創出する場が不足している。
　このような状況の中で、持続可能な地域経済の創出を目指し、本市ではこれまで、従来の基幹産業である農業の高付加価
値化や、市民の健康と市財政の健全化を実現する「健康都市こうし」の実現に向けて、薬用植物の六次産業化やふるさと応
援宣言を行った「機能性に着目した穀物加工品群」の商品化などに取り組んでいる。
　市総合センター内にある地産地消や伝統料理を推進するレストランは、これらの取組みを推進する施設の一つであり、レス
トランが立地するエリアでは、隣接する市庁舎への行政機能の集約（合同庁舎化）や商業施設の開発が予定されており、人
の流れが大きく変わることが予想される。当地域の環境変化を地域経済の活性化につなげるため、レストランをこれまでの
取組みをさらに加速する拠点として整備し、地域産業の多様化と賑わいの創出を目的としている。

まち・ひと・しごと創生推進事業　事業別台帳

■2019(令和元)年度

事業名 食と農による人と地域経済の健康づくり推進事業 事業区分 １－④

基本目標 １．稼げる地域産業をつくる 数値目標
・雇用創出数及び創業者数を増やす。(5年間で100人増加)
・市町村民所得を増やす　(5年間で5％上昇)

主な施策 ④官民の連携と新たな地域産業の創出 ＫＰＩ ・創業・第二創業者数　　50件　(5ヶ年累計）

■ＫＰＩ：　①レストラン売上高（加工品を含む） 事業開始前：1,800千円　⇒　平成32年度：12,000千円（H30年度　2,280千円）
　　　　　　②レストランでの雇用者数　事業開始前：2人　⇒　平成32年度：6人　（H30年度　3人）
　　　　　　③生産農業所得（認定農業者１戸当たり）　事業開始前：5,500千円　⇒　平成32年度：7,600千円　（H29年度　　7,580千円）
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【行程表】　2016～2020（平成28～令和2）年度　実施計画

① 売上高0千円

② 雇用者数0人

③ 所得0千円

① 売上高0千円

② 雇用者数0人

③ 所得0千円

① 売上高2,280千円 5月

② 雇用者数3人 5～3月

③ 所得7,580千円 6月

7月

8月

9月 ジャンベコンサート

10月

11月

12月

1月

2月

3月

4～3月

4～3月

4～3月

4～3月

4～3月

4～3月

料理教室

ジャンベコンサート

2020
(R2)

元気市での販売

鑑賞会、コンサート等の実施

物産館等での販売 ・実施状況確認・検証

2019
(H31)

元気市での販売

鑑賞会、コンサート等の実施

物産館等での販売 ・実施状況確認・検証

2017
(H29)

ジャズ、星空観賞会

料理教室

合志市地域づくり総会、ジャンベコンサート

菊池地域づくりブロック総会

星空観賞会

ジャズコンサート

リニューアルオープン

元気市での販売

2018
(H30)

朗読会 ・実施状況確認・検証

実施
年度

ＫＰＩ 行程：ＰＩ 検証・その他

2016
(H28)

Ｐ

D

Ｃ Ａ

Ｃ Ａ

Ｃ Ａ

D

Ｐ D

Ｐ
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【所管課：商工振興課　】

【事業目的】

H30年度 者

H30年度 人

H30年度 %

H30年度 人

【事業概要】

3,308 千円

まち・ひと・しごと創生推進事業　事業別台帳

■2019(令和元)年度

事業名 官民広域連携による女性輝く地域づくり事業 事業区分 ２－②－(３)　、　３－②－(１)

　女性目線の3大ミッション(①ワークライフデザイン、②インバウンド、③アウトバウンド)に取り組み、創業・子育て教育応援
等の施策実行を通じて女性活躍地域創造事業を行う。
　ポジティブで意識の高い女性の社会進出に対するサポートのみではなく、小さな声を拾って課題・問題を解決するサポートを
含めて“女性の輝き”を目指す。“私なんて・・・”ではなく、“私だって！”と一歩踏み出す勇気とチャンスを提供する。
　事業方針「女性の輝く聖地くまもとの実現」をめざし、本市、菊池市及び高森町の自治体間連携及びミッションに賛同する民
間企業等を会員とした政策提言主体『肥後六華の會』を設立し、仕事・結婚・出産・育児・プライベート等、各ライフステージ
において女性が自立し生きやすい社会の実現を目指していく（H29は上天草市も新たに参画）。
　その実現のため、次の３つのビジョンを掲げ、それぞれを具体策として３大ミッションを実行する。
　① ワークライフデザインビジョン：仕事(創業・就業)とプライベート(家庭・育児・教養)を充実させ、その両立を目指す。
　② インバウンドビジョン：熊本県内特定地域の観光課題を女性目線によって解決し、県内外からの観光客誘致(インバウン
　　ド)を狙う。創業・就業の実現・実践の場としての社会進出と行政課題の解決の両立を目指す。
　③ アウトバウンドビジョン：熊本県内の地域資源を女性目線によって選定・ブランディングを行い、熊本県発ブランド商
　　品として県外での流通チャネル構築(アウトバウンド)を狙う。②と同じく創業・就業の実現・実践の場としての社会進出
　　と行政課題の解決の両立を目指す。
　平成30年度は、熊本県よろず支援拠点に講師を依頼して本市での起業創業に関心がある女性を対象にしたセミナーを開催した
（2回）。

■事業期間：
■平成30年度予算額（当初予算・一般財源のみ）

基本目標

２．合志市への新しいひとの流れをつくる

３．市民の結婚・出産・子育ての希望をかな
　　える

数値目標

・最適な人口規模を維持する。(5年後の人口規模 62,000人)
・若者(15～24歳)の転出超過数を縮小する。
　(5年後に、▲290人に縮小)
・合志市の合計特殊出生率を高める。(5年間で1.95に上昇)
・子育てに不安や負担を感じる親、保護者の割合を改善する。
　(不安や負担を感じる割合を5年間で60％に改善)

80％／達成時期：R2までに上昇⇒

1,000人／達成時期：R2まで累計⇒

・女性の育児休業取得率

・活動によって創出する観光入込客数■ＫＰＩ：

主な施策
②地域間広域連携等による観光振興の推進
②官民広域連携による女性輝く地域づくり
　の推進

ＫＰＩ

・本市への県外からの観光客数(外国人を含む。)
　　　　　520,000人(5ヶ年累計)
・女性起業数　 20件(5ヶ年累計)
・女性の育児休業取得率　80％(5年後)
・活動によって創出する観光入込客数　1,000人(5年後)

・本市への県外からの観光客数(外国人を含む。)

20件／達成時期：R2まで累計 ⇒

520,000人／達成時期：R2まで累計 ⇒

・女性起業数

平成30年度事業費 1,782,419円

※予算（H30)支出先 肥後六華の會他１者
市町の枠を超えて自治体が共同し、官民が連携した新しい枠組みによる政策提言主
体「肥後六華の會」を設立し、
1.結婚・子育て・教育・創業(就業・人材育成含む)支援等による女性の社会進出加速化に必要な事業
2.女性の感性・目線を活かした熊本県内への観光誘致やくまもとファン獲得による地域経済活性化に必要な事業
3.女性の感性・目線を活かした熊本県発の地域資源のブランディング・都市圏等への販路開拓による地域経済活性化に必要な事
業に取り組んでいる。
肥後六華の會に関する平成30年度事業は次のとおりで、年会費以外の市の予算支出を伴う事業は無かった。
(1)創業支援事業：　肥後六華の會の事務所兼テレワーク拠点（熊本市東区）等において、女性向けのセミナーを行った。
(2)テレワーク事業：　H28年度に、首都圏のIT業務を熊本へ供給することを目的としてテレワークスペースを整備したが、東京
の企業側が求める技量を備えた人材を確保できず、平成29年10月に閉鎖した。その後、テレワーク事業については、マムズラボ
㈱（東京都）と㈱ヒューマン（合志市）と連携して人材獲得と技術向上を図っており、平成29年11月からはヒューマン社内でラ
イティング納品25本に個人事業主7名が従事した。しかし、生産性の低さ、人件費の採算が合わないなどを理由にH31年1月末を
以って同社による業務は終了した。これを見据えてH30年12月からは㈱idea 1tasu（東京都）が地元人材を2名雇用し、㈱ツナ
グ・ソリューションズ（東京都）と業務提携して、求人サイト案件の原稿制作の業務を開始している。また㈱アトリエあふろ
（東京都）が雇用した1名は現在東京でOJT研修を受けており、熊本での独立開業を協議している。
(3)女性コミュニティ形成事業：　起業創業に関心のある女性のコミュニティ構築を目指しセミナーを行った。
(4)アンテナショップ事業：　全国商工会連合会の「共同販売拠点（アンテナショップ）による地域産品等の販路開拓支援事業補
助金」を活用した「higoroccafe（ヒゴロッカフェ・福岡市中央区）」を平成29年に開設し平成31年2月まで事業を行った。
肥後六華の會への参画以外に、単独事業として市内において以下の事業を実施した。
(1)産業振興アドバイザー（非常勤職員1名）による地域振興、特産品の検討
(2)こうし女子起業セミナー（2月）：参加者6名（申込者8名）
(3)こうし女子起業セミナー（3月）：参加者4名（申込者10名）

2015～2019(H27～R元)年度
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【事業の仕組み・体系図】

500

内訳 計節 項目

【2019年度　予算内訳】

120負担金 肥後六華の會会費負担金 肥後六華の會

事業費計 620

【事業実施主体】
　平成27年度に設立された官民広域連携組織「肥後六華の會」（民間主導で設立、当市・菊池市・高森町・民間事業者・地元金融機関等参画）
（以下、「同會」という。）が当該事業推進主体として、3大ミッションを掲げて、創業・子育て・教育応援等の施策実行を通じた女性活躍地域
創造事業を行う。（※同會は平成28年4月に一般社団法人化。平成29年度には上天草市等も加入。）
　同會が県内外で事業展開する一方、本市での女性起業創業者の掘り起こしも行う必要があることから、平成29年度は合志市の単独事業として
マルシェ会場でのアンケート調査や手作りアクセサリー製作等のワークショップを実施し、平成30年度は単独事業をの拡充を図るため、「熊本
県よろず支援拠点」のコーディネーターの協力を得ながら、合志市商工会の創業支援事業等との連携を図る。

＜3大ミッション（肥後六華の會）＞
◆ワークライフデザイン（結婚・子育て・教育・創業（就業・人材育成含）支援等による女性の社会進出加速化）
◆インバウンド（女性の感性・目線を活かした熊本県内への観光誘致やくまもとファン獲得による地域経済活性化）
◆アウトバウンド（女性の感性・目線を活かした熊本県発の地域資源のブランディング・都市圏等への販路開拓による地域経済活性化）

１　「一般社団法人肥後六華の會」参画事業
◆創業応援相談窓口設置事業
　市が用意する公共施設で、熊本県よろず支援拠点のコーディネーター（財務、法務、経営、企画、商品開発、広報、IT技術等各方面の専門
家）による相談窓口を開設し、創業あるいは創業から日が浅い事業主のサポートを行う。出口戦略として創業登記地を当市へ誘導する。
◆創業応援セミナー・ワークショップ事業
　女性を中心とする創業希望者向けに女性企業家が設立時の経緯やビジネス展開のノウハウ及び最新のビジネストレンド等の実践的教育セミ
ナーを開催する。セミナー後に個別相談やワークショップを開催し、円滑な異業種間連携等を図る。
◆創業応援交流会事業
　女性を中心とする学生や主婦層等向けに、異業種間連携等のビジネスチャンスの芽発掘を図るとともに、女性が創業する際の弱点であるネッ
トワークを構築していくことにより、創業後の円滑な事業運営に寄与する。
②インバウンド創出発信事業（クールローカルくまもと）
 従来型の観光誘致ではなく、ニューツーリズムの振興を図るため、地域の特性を活かし、かつ多様化する旅行者のニーズに即した観光資源の磨
き上げ（新しい地域の魅力発掘、地域魅力のストーリー化における魅力創造、広域観光ルート形成等）を行い、自発的な情報発信、口コミ活
用、動画マーケティングなど魅力ある拡散力が高い新しいプロモーションの実施を行う。
（１） 参画市町を中心とした広域に亘った旅のルート紹介や新たな観光資源、体験ツーリズム含の紹介、地元イベントを包括管理できるシステ
ム・サイトを開設する。
（２） 地域に興味を持つ取材陣（ライター・カメラマン）を結成し、動画作成を行い、ターゲット視点でのプロモーション及び発信力の高い人
のネットワーク（口コミ）を活用した自発的発信を行う。
（３） ターゲットが望む体験メニューやサービス、観光地域づくりへ向けた徹底的な観光資源の磨き上げを行い、歴史的背景に基づいた「地域
ならでは」のストーリーを構築し、ストーリー性のある観光メニューづくりを行う。
③アウトバウンド事業（特産品ブラッシュアップ・開発）
　特産品をブラッシュアップ（特産品同士のコラボや女性タレント等とのタイアップ商品開発、素材や機能面に対するストーリー・物語作成・
プライベートブランド等）、地域資源（人材含む）のプラットフォーム事業を行う。

２　女性創業支援事業（単独事業）
女性を対象にした起業・創業セミナーを開催し、当市における女性の起業・創業機運の醸成を図る。

(単位：千円)

節計

※H31（R元）当初予算

500

120

ワークショップ等開催運営委託料
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【行程表】　2015～2019(平成27～31)年度　実施計画

10月～

H28.1月

　2月

　3月

H29.3月

H29.4月

H30.3月

H30.4月

H31.3月

H31.4月

R2.2月

R2.3月

・事務局長1人、事務員1人、シェア事務所開設

実施
年度

ＫＰＩ 行程：ＰＩ 検証・その他

・H27事業報告、H28事業計画・予算案

2015
(H27)

2016
(H28)

・創業、子育て教育Coworking事業(Coworkingスペース整備事業)

・創業応援相談窓口設置事業

・創業応援ビジネスコンテスト事業

・創業応援セミナー・ワークショップ事業

●4/1一般社団法人「肥後六華の會」設立H28.
4月

●テレワーク導入によるワークライフバランスＦＳ事業
　(※FS:ﾌｧｰｼﾞﾋﾞﾘﾃｨｽﾀﾃﾞｨ=事業可能性の検討)

・肥後六華の會専任事務局及びシェア事務所設置

・理事会開催（H28.事業計画及び予算）

・一般社団法人「肥後六華の會」運営事業

・株式会社アミー、株式会社熊日広告社、
株式会社ＫＫＴエンタープライズ

・(1)創業応援ＰＴ、(2)子育て教育応援ＰＴ、(3)地域資
　源応援ＰＴ、(4)地元愛着応援ＰＴ、(5)事務局、広報

・會実績報告書の作成 ・実施状況確認・検証

・一般社団法人化の検討

・合志市、菊池市、高森町、株式会社アズ
(東京都)、株式会社R-CONNECT(熊本市)、
株式会社イデア・イチタス(東京都)、株式
会社ＧＭＣ(熊本市)、株式会社ネクストリ
ンク(熊本市)

・３大ミッション(①ワークライフデザイン、②インバウ
　ンド、③アウトバウンド)を実行する女性活躍地域創造
　事業着手

・協議会参画機関
　数：50機関
・創業支援策パッ
　ケージサイトへ
　のアクセス数
　：500件
・子育て教育応援
　DBへの登録事業
　者数：10者
・おもてなし研修
　事業受講者数
　：20人
・観光プロモーシ
　ョン事業参画者
　数：10者

H27.
 9月

・女性目線の政策提言主体(コンソーシアム)組織化準備

●9/18任意団体「肥後六華の會」設立

・次年度事業の詳細検討・予算要求

●総務省「ふるさとテレワーク推進
事業補助金」申請

・実施状況確認・検証

・H28事業報告、H29事業計画及び予算

・創業応援交流会事業 　〃

・創業チャレンジテストマーケティング事業 　〃

・託児運営実証事業 　〃

・幼児教育(働き方・ダイバーシティ)実証事業 　〃

・インバウンド創出発信事業(クールローカルくまもと) ○インバウンドビジョン

・アウトバウンド実践事業 ○アウトバウンドビジョン

・結婚出産希望実現(婚活)事業

・本市への県外か
　らの観光客数
　(外国人を含む。)

　：520,000人
　　　/5年後
・女性起業数
　：20件/5年累計
・女性の育児休業
　取得率
　：80％/5年後
・活動によって創
　出する観光入込
　客数
　：1,000人
　　　/5年後

○ワークライフデザインビジョン

　〃

　〃

　〃

○設立時社員：合志市、菊池市、高森町、
㈱Ｒ-ＣＯＮＮＥＣＴ、㈱ＧＭＣ、㈱idea
1tasu、㈱アズ、㈱ネクストリンク、㈱グ
ランドデザインアドバイザーズ
○社員：㈱熊日広告社、㈱ＫＫＴエンター
プライズ、㈱アミー

・會実績報告書の作成

・理事会、総会開催

2017
(H29)

・一般社団法人「肥後六華の會」運営事業

・ワークライフデザインビジョンに係る事業

・インバウンドビジョンに係る事業

・アウトバウンドビジョンに係る事業

・理事会、総会開催 ・H29事業報告、H30事業計画及び予算

2018
(H30)

・一般社団法人「肥後六華の會」運営事業

・ワークライフデザインビジョンに係る事業

・インバウンドビジョンに係る事業

・アウトバウンドビジョンに係る事業

・理事会、総会開催 ・H30事業報告、H31事業計画及び予算

2019
(H31・
R元)

・一般社団法人「肥後六華の會」運営事業

・ワークライフデザインビジョンに係る事業

・インバウンドビジョンに係る事業

・アウトバウンドビジョンに係る事業

・戦略期間の総括

・理事会、総会開催 ・R元事業報告

D

Ｃ

Ｐ

DＰ

Ａ

Ｃ

Ｃ

DＰ

Ｃ

DＰ

Ｃ

D

Ａ

Ａ

Ａ
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【補足資料】「官民広域連携による女性輝く地域づくり事業」（商工振興課）

平成 30 年度の実施内容

1. 一般社団法人肥後六華の會への参画事業 C=120,000 円
同會が 29 年度に実施した事業は、①創業支援、②テレワーク事業、③女性コミュニ

ティ形成、④アンテナショップ事業ですが、28 年度のように本市が同會へ事業負担金
を支出した事業は無く、市からの支出は會の年会費 12 万円のみです。
28 年度に會の自主事業（一部費用に国の「ふるさとテレワーク推進事業」を活用）

で整備した「ハタラコスペース（熊本市）」を活用して、テレワーク、チャレンジショ
ップ、セミナー・ワークショップなど各種事業を展開する予定でしたが、スペース運営
の核となるはずだったテレワーク事業は、熊本での募集に集まった従事者の技術上の
問題で実施できなくなり、會の収支バランスに悪影響をもたらしたため、ハタラコスペ
ースは閉鎖になりました（29 年 10 月）。
同會の 30 年度の主な事業は②と④ですが、これらは會の自主事業（④は全国商工会

連合会の補助事業を活用）であり、市の直接的な負担はありませんでした。
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2. こうし女子起業セミナー C=０円（予算支出なし）
中小企業庁の「熊本県よろず支援拠点」のコーディネーターを講師に招いて、２月と 3月

に市内での起業創業に関心のある女性を対象としたセミナーを開催しました。
「よろず支援拠点」は経済産業省・中小企業庁が全国に設置している経営相談所で、17 名

のコーディネーターが相談に応じています（中小企業診断士、社会保険労務士、グラフィッ
クデザイナー、ITコーディネーター、弁護士、その他起業経験者）。
当市では、女性の起業支援に注力する必要がありますので、女性コーディネーター2名に

セミナーを依頼し、参加者にも好評でした。本年度も、（回数を増やして）開催できるよう
に協議、調整を行います。

〔30 年度開催分〕
●平成 31 年 2月 19 日（火） テーマ：起業までに必要な豆知識
参加者数：6名（申込者数：8名）

●平成 31 年 3月 15 日（金） テーマ：こんなことも「仕事」になる！
参加者数：4名（申込者数：10 名）
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【所管課：商工振興課　】

【事業目的】

【事業概要】

まち・ひと・しごと創生推進事業　事業別台帳

■2019(令和元)年度

事業名
自然共生型産業を核とした地域未来投資促進プ
ロジェクト（クマモト未来型農産業コンソーシ
アム拠点創出事業）

事業区分 １－②－(４)、１－⑤－(４)

　本事業は、農業がこれまで抱えてきた課題解決を図り、地域農業の底上げ、再興及び発展を推し進めることで、地域経済・産
業全体を活性化することを目的とし、当市及び熊本県における農業・農産業の拠点づくりに取り組むものである。
　未来型の「稼ぐ農業」を実現するためには、農業関連事業者の連携、協働体制を構築することが有用であり、これに当たって
は地域が一枚岩になって取り組むことが重要である。農業・農産業の拠点（クマモト未来型農産業コンソーシアム拠点）を整備
し、地域農産物の選果加工等を行う共同加工場や農業関連事業者等が一堂に会し、各者が連携・協働する農業版コーポラティブ
オフィスを併設することで、同拠点をハブとした、複合的・広域的な取組を行うことが可能となる。
◆クマモト未来型農産業コンソーシアム拠点
（１）地域農産物の共同加工場
　・高齢者、障がい者等の地域雇用の創出
　・農家の作業負担軽減を通じた耕地面積の拡大及び農家所得の向上
（２）農業版コーポラティブオフィス
　・高収益・高付加価値農産物に係る研究開発及び試験栽培
　・先端技術を用いた、農業関連の高機能生産設備等の研究開発
　・域内低未利用地を活用した農業版フランチャイズ方式等による未来型農業の実践
　・上記事業に付随した農業等に関連した高度人材の育成
　このような、地域雇用の創出や高度人材の育成、新たな技術・産業の創出及び集積、地域農家等に対する最新農業技術・ノウ
ハウの提供等を行う農業版シンクタンクの創出を通じて、当市及び熊本県の基幹産業である農業が抱える農業人口の減少や耕地
面積の減少に起因する生産力の伸び悩み等による「農業の競争力の低下」を食い止め、未来型の「稼ぐ農業」を実現し、それを
軸とした新たな技術・産業の創出及び集積に向けた動きを促進することを目指している。

■事業期間：

基本目標 １．稼げる地域産業をつくる 数値目標
雇用創出及び創業者数を増やす　5年間で100人（者）
市町村民所得を増やす　5年間で5％上昇

主な施策
②稼げる農業の推進
⑤がんばる企業及び中小企業支援による地域雇
用の創出

ＫＰＩ

新規就農者数　15人（5ヶ年累計）
認定農業者数　210人（5年後も維持）
農業生産法人数　3団体（5ヶ年累計）
企業立地に伴う創出雇用者数　100人（5ヶ年累計）

　平成29年度は次年度以降の事業の本格実施に向けて、事業主体となる「クマモト未来型農産業コンソーシアム推進協議会」の
設立し、省人化によるほうれん草の執念生産事業や地域農家等への意識調査等を実施した。
　平成30年度は国の地方創生推進交付金の活用により、合志市御代志で会員企業が実施した「クマモト未来型農産業コンソーシ
アム拠点整備事業」に補助金（実績額88,000千円）を、「クマモト未来型農産業コンソーシアム推進協議会」が実施するの事業
運営に負担金（実績額：57,293千円）を交付した。
（１）省人化によるほうれん草の周年生産事業
　省人化が可能な環境制御型生産施設（パッシブハウス型農業システム）において、ほうれん草等の葉物野菜の周年栽培を行
い、特に供給が不足する夏場に販売を行うことで、競合他社との差別化を図る。
（２）クマモト未来型農産業コンソーシアム拠点創出事業
　１階部分に共同加工場、２階部分に農業版コーポラティブオフィスを構える「クマモト未来型農産業コンソーシアム拠点」を
整備した。共同加工場は平成31年3月25日に操業開始。（株）ビタミンカラーと（同）アグロポリスが同拠点に本社移転、（株）
フレッシュダイレクトと（株）農テラスが支店あるいは事業所設置を行っている。
（３）農業ビジネススクールの運営事業
　マーケティングや経理等、農業の産業化を推進し、事業者の経営力を強化することに特化した農業ビジネススクールの実施に
向けて、カリキュラム作成やｅラーニングによるサービス提供を行った。なお、拠点における実施は令和元年度以降を予定して
いる。
（４）新技術による生産作物実証実験及び農業生産機器等の開発事業
　次世代水耕栽培システムの実証実験、水耕栽培管理システムの運用と改良、水田型ＥＺ水耕栽培システムでの野菜等の高収益
作物生産、閉鎖型植物工場の水耕栽培システム化の実証実験等の新たな技術を活用し、高付加価値かつ高生産性が見込める農作
物の実証実験を実施している。

100人　／　達成時期：Ｒ4年3月まで　累計

2,816,000千円　／　達成時期：Ｒ4年3月まで　累計

②地域経済牽引事業における支援の対象となる
設備投資に対する支援事業者と支援事業者との
取引額が多い過半の域内の事業者の売上額、取
引額又は給与支払額の合計額の増加額

■ＫＰＩ：

①事業実施による新規雇用者数

■平成30年度の予算額（補助金等財源がある場合は名称・補助率・額等を記載）：

145,293千円【地方創生推進交付金（補助率：1/2、交付額：72,646千円）】2017～2021(平成29～令和3)年度
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【事業の仕組み・体系図】

内訳 計節 項目

0（予算なし）

節計

【2019年度　予算内訳】

事業費計 0

　事業実施に当たっては農・産・学・金・福・官からなる「クマモト未来型農産業コンソーシアム推進協議会」を設立（平成29
年12月27日。設立時は11機関。）し、同会が主体となって事業に取り組む。また、農業ビジネススクール等、農産業拠点で実施
する各種事業については、それぞれの事業者が適切な役割分担のもと、自らリスクを負いつつ（自己資金で）事業に取り組むこ
ととする。

【(株)ビタミン・カラー】
　パッシブハウスによるほうれん草等農産物の企画・販売のほか、事業遂行に当たってのトータルコーディネートの役割を担
う。
【(株)藤本物産】
　現に同社が有する加工技法、販路等を活用することで、安定的な供給、出口の確保に資する役割を担う。
【(株)フレッシュダイレクト】
　主として拠点整備及び共同加工場の運営・管理の役割を担う。
【(株)フレッシュ工房】
　現に同社が有する加工技法、販路等を活用することで、安定的な供給、出口の確保に資する役割を果たす。
【(株)サンワハイテック】R元よりサンワアグリ（株）と入替え
　パッシブハウスによるほうれん草等の周年栽培のほか、高機能性農業機器・設備等に係る試作品開発等の役割を担う。
【(株)コッコファーム】
　菊池市域における自社保有圃場における農産物の生産や実験圃場等の企画・運営を担う。
【(株)農テラス】
　主として農業版ビジネススクールの運営を担う。また卒塾生については希望によっては実験圃場での就農をサポートする。
【(同)アグロポリス】
　高収益・高付加価値農作物や先端技術を活用した農業生産機器・設備研究等の役割を担う。
【(株)こうし未来研究所】
　拠点創出の実現に向けた合志市との連携や、協議会参画事業者等に対するオフィス等の空き家活用に向けた取組を行う。
【熊本県】
　未来型農業の実現のほか、協議会関連事業者等への財政支援等を含め、県内自治体及び事業者の調整等を通じスケールメリッ
トを図る。
【合志市】
　拠点創出の実現に向けて必要となる各種調整を行い、協議会事業の早期自立化に向けた支援を行う。

(単位：千円)

0
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【行程表】　2017～2021(平成29～令和3)年度　実施計画

12月

1月

3月
4月
5月
6月

8月

9月

10月
11月

12月

2月
3月

6月

6、9、
12月

3月

6、9、
12月

3月

6、9、
12月

3月

実施
年度

ＫＰＩ 行程：ＰＩ 検証・その他

4月

4月

・進捗状況の確認・検証・進捗報告会

・進捗状況の確認・検証

・R1fy事業報告、R2fy事業計画

■竣工予定
（２）クマモト未来型農産業コンソーシアム拠点創出事業

・進捗報告会 ・進捗状況の確認・検証

・実績報告書の確認 ・実施状況確認・検証

■各種事業実施

・進捗報告会

・実績報告書の確認 ・実施状況確認・検証

■各種事業実施（事前調査等）
（１）省人化によるほうれん草の周年生産事業
（２）クマモト未来型農産業コンソーシアム拠点創出事業
（３）農業ビジネススクールの運営事業
（４）新技術による生産作物実証実験及び農業生産機器等
の開発事業

「クマモト未来型農産業コンソーシアム推進協議会」設立

2017
(H29)

(株)藤本物産、(株)フレッシュ
ダイレクト、(株)フレッシュ工
房、(株)ビタミン・カラー、
(株)農テラス、(株)サンワハイ
テック、(株)コッコファーム、
(同)アグロポリス、(株)こうし
未来研究所、熊本県、合志市

・進捗状況の確認・検証

2018
(H30)

■着工予定
（２）クマモト未来型農産業コンソーシアム拠点創出事業

・進捗報告会

7月

■稼働予定
（２）クマモト未来型農産業コンソーシアム拠点創出事業
（４）新技術による生産作物実証実験及び農業生産機器等
の開発事業（コーポラティブオフィス部門）

1月

・H29fy事業報告、H30fy事業計画・理事会・総会開催

・実績報告書の確認 ・実施状況確認・検証

・理事会・総会開催

・新規雇用者
数：55人

・地域経済牽引
事業者等の売上
額等の増加額：
2,060,000円

■各種事業実施
（１）省人化によるほうれん草の周年生産事業
（３）農業ビジネススクールの運営事業
（４）新技術による生産作物実証実験及び農業生産機器等
の開発事業（研究開発部門）

2019
(R1)

・理事会・総会開催 ・H30fy事業報告、R1fy事業計画

・実績報告書の確認 ・実施状況確認・検証

2020
(R2)

■各種事業実施

・進捗報告会 ・進捗状況の確認・検証

・実績報告書の確認 ・実施状況確認・検証

2021
(R3)

4月
■各種事業実施

・進捗報告会 ・進捗状況の確認・検証

・理事会・総会開催 ・H32fy事業報告、H33fy事業計画

Ｐ

Ｃ Ａ

D

Ｐ

Ｃ Ａ

D

Ｃ Ａ

Ｃ Ａ

Ｃ Ａ

D

D

Ｐ

Ｃ Ａ

D

Ｐ

Ｃ Ａ

D

Ｐ

Ｃ Ａ

D

57 ページ



58 ページ



59 ページ



60 ページ



61 ページ



62 ページ



63 ページ



64 ページ



65 ページ



66 ページ



67 ページ



68 ページ



69 ページ



70 ページ



【所管課：秘書政策課　】

【事業目的】

【事業概要】

　平成30年度は、平成31年度の西合志庁舎テナントビルとしての開業に向けて、以下の整備を実施した。

・西合志庁舎の外壁災害復旧
・西合志庁舎に隣接する市道若林8号線の歩車共存道路化
・西合志庁舎の総合窓口機能移設に伴う御代志市民センターへの窓口設置

■事業期間： ■平成30年度の予算額（補助金等財源がある場合は名称・補助率・額等を記載）：

2018～2019(平成30～31)年度 69,404千円

基本目標
４．暮らしに満足し、住み続けたい地域をつく
る

数値目標

・住んでいるところが良い住環境だと思う市民の割合を増や
す　5年間で94％に増加
・住み慣れた地域で生活できていると感じる市民の割合を高
める　5年間で77％に増加

主な施策
①良好な住環境と雇用を創出する計画的なまち
づくりの推進

ＫＰＩ
・本市内に勤務する合志市民の割合　35％（5年後）
・本市内の道路を円滑に移動できていると思う市民の割合
75％（5年後）

　本事業は、若者世代の転出超過、合志庁舎への行政機能集約に伴う西合志庁舎の遊休施設化という地域課題を踏まえ、総合戦
略の基本目標（「稼げる地域産業をつくる」、「合志市への新しいひとの流れをつくる」）実現のため、西合志庁舎を解体する
ことなく官民連携により旧庁舎という既存ストックを賃貸可能な物件に改修することで、地域に新たな雇用と地域産業の場を創
出すること、さらに、西合志庁舎周辺施設の再整備と併せ当該エリアにおける市民交流機能を向上させることで、人口流出（特
に若者世代の転出）に歯止めをかけることを目的とする。

◆事業の内容
（１）西合志庁舎リノベーション事業
　　　西合志庁舎が「知・ワザ(業・技)を創る交流の場」となるように、ヘルスケア関係企業や学習塾等の誘致のため、また、
　　女性の活躍支援の受け皿（スモールオフィスやコワーキングスペース）整備のため、同庁舎の建物改修工事を行う。さら
　　に、施設利用者が安心して歩ける空間を確保するために、同庁舎に隣接する市道の歩車共存道路化や駐車場の集約等の整
　　備を行う。
（２）西合志庁舎周辺施設整備事業
　　　西合志庁舎に隣接する市民センター・図書館エリアが「こころの潤いを生む交流の場」となるように、総合窓口機能の
　　移設を含めた市民センター内部改修工事を行う。また、施設利用者が憩うことができる空間の創出及び回遊性の向上のた
　　めに、建物間のオープンスペース新設や駐車場の集約等の整備を行う。

　このような、官民の既存ストックを有効に活用しながら拠点性の向上と機能の分担を図ることで住み続けたいと思える地域の
創造を目指す。また、産学官金が連携し、公的不動産の利活用を推進する。
　さらに、「官民の連携と新たな地域産業の創出」として、本市に新しい産業を呼び込み、地域産業の多様化を図るため、幅広
い分野にわたる企業や大学等との包括的連携協定を積極的に進め、異業種間連携や新規ビジネス分野への進出促進など、官民一
体となってしごとづくりを進める。

■ＫＰＩ：

①西合志庁舎改修後の
庁舎利用者数（入居テナント従事者を除く。）

75人　／　達成時期：H32年3月まで　累計

②西合志庁舎入居テナントによる新規雇用者数
（特例子会社による新規障がい者雇用を含
む。）

10,000人　／　達成時期：H32年3月まで　累計

まち・ひと・しごと創生推進事業　事業別台帳

■2019(令和元)年度

事業名
既存公共施設・機能の集積を活かした、多世代
が集う健康・知の拠点づくり推進計画

事業区分 ４－①
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【事業の仕組み・体系図】

委託料 公的不動産総合的利活用事業

・西合志庁舎前市道右
折レーン設計等委託：
9,000千円
・御代志市民センター
駐車場整備設計委託：
1,000千円
・西合志庁舎駐車場改
修工事設計委託：7,12
千円）
　　　　　　　　　　　等

17,128 17,128

　平成30年5月に合志庁舎への行政機能集約に伴い遊休施設化する西合志庁舎を解体することなく、官民連携により賃貸可能なオ
フィスビルに転用・再整備し、地域に新たな雇用と地域産業の場を創出することと併せ、既に集積している公共施設群（御代志
市民センター、市立図書館、マンガミュージアム、ひまわり公園）に、西合志庁舎内にあった総合窓口機能を付与し、更なる市
民サービスの強化を図るとともに、同公共施設群の利用者とオフィス機能を強化した西合志庁舎の利用者が相互の施設を回遊す
るような市民交流・賑わいの場を創出する。

事業費計 130,828

工事費 公的不動産総合的利活用事業

・西合志庁舎前市道右
折レーン道路工事：
40,000千円
・御代志市民センター
駐車場他整備工事：
33,805千円
・西合志市民センター
駐車場他工事：17,122
千円

　　　　　　　　　　　等

108,710 108,710

補償補填及
び賠償金

公的不動産総合的利活用事業 補償補填費 1,000

【2019年度　予算内訳】 ※H31年6月補正予算 (単位：千円)

節 項目 内訳 計 節計

3,990 3,990

1,000

公有財産購
入費

公的不動産総合的利活用事業 用地購入費

合志市
（株）こうし未

来研究所
入居テナント

使用貸借契 賃貸借契約

空間整備の考え方
・既存施設や既存の機能配置をベースとした３つの「交流の場」とそれらを繋ぐ散策

路・オープンスペースの設置により連続性や一体感のある空間をつくる

オフィス機能
学習・交流機能 行政窓口機能

公共サービス機能
文化・交流機能

学び・憩い機能
癒し・憩い・交流機能

知・ワザ(業・技)
を創る交流の場

こころの潤いを
生む交流の場

癒し・憩いを
感じる交流の場
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【行程表】　2018～2019(平成30～31)年度　実施計画

7月

12月

3月

5月

6月

12月

6月

入居テナント決定
産学官金労からなる有識者会議

KPI達成状況の確認・評価

西合志庁舎用途変更許可
（株）こうし未来研究所と西合志庁舎管理協定締結

産学官金労からなる有識者会議 KPI達成状況の確認・評価

■平成31年度工事完了予定
ルーロ合志（旧西合志庁舎オフィスビル）オープン

実施
年度

ＫＰＩ 行程：ＰＩ 検証・その他

西合志庁舎の外壁災害復旧
西合志庁舎に隣接する市道若林8号線の歩車共存道路化
西合志庁舎の総合窓口機能移設に伴う御代志市民センター
への窓口設置

2020
(R2)

・西合志庁舎改
修後の庁舎利用
者数：10,000人
（R2.3時点）

・西合志庁舎入
居テナントによ
る新規雇用者
数：75人（R2.3

時点）

2018
(H30)

地域再生計画「既存公共施設・機能の集積を活かした、多
世代が集う健康・知の拠点づくり推進計画」策定

2019
(H31)

西合志庁舎を行政財産から普通財産へ変更
（株）こうし未来研究所と使用貸借契約締結

Ｐ

Ｃ Ａ

D

Ｃ Ａ

Ｐ

D
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